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者 11名（災害関連死含む）、行方不

明者 1名などの人的被害や浸水面積

約 224ha、住宅、公共・農林施設な

ど甚大な被害を受けました。

　「宮城南部復興事務所」は、この災

害により大きな被害を受けた丸森町

の河川・砂防・道路の災害復旧の更

なる加速化及び地

域の皆様や関係機

関との一層の強

力な連携を図る

ため、令和 2年 4

月 1日に丸森町に

新設された事務所

で、今年で 4年目

になります。

はじめに

　令和元年東日本台風により、宮城

県伊具郡丸森町では、最大雨量 587．

5mm/24hr（丸森町筆甫観測所）に

達する既往最大の豪雨により多数の

土砂災害や洪水被害（河川決壊18箇

所、河道埋塞 2箇所）が発生し、死

　事務所長以下職員41名の体制で復

旧・復興事業に取り組んでおります。

河川災害復旧工事（直轄権限代行）【阿

武隈川水系内川、五福谷川及び新川】

・事業概要：流下能力を向上させる

ため ｢ 河道掘削 ｣ を行うとともに、

計画規模を越える洪水に対する ｢

堤防機能の強化 ｣ を図るなどの改

良工事を実施 ｡

・事業費：約 218 億円

・事業期間：令和元年～令和 6 年度

・ 実 施 区 間： 改 良 復 旧 区 間 _ 約 8．

5km、単災区間 _ 約 3．3km

　令和元年東日本台風による発災後

の応急復旧に引き続き、本復旧つい

ても、宮城県知事から要請を受けて

国が権限代行で実施しております。

　改良復旧区間（約 8.5 ㎞）では、

宮城県の技術検討会での復旧計画に

より、治水安全度を 1/10 相当より

1/30 相当に整備し、また、堤防機能

の強化を図ることとしており、河道

掘削、堤防整備等を実施します。

また、単災区間（約3.3㎞）については、

令和 4年度末に護岸復旧が完了しま

した。

　現在、河道掘削は目標流下能力に

対して、概ね完了しており、今年度は、

計画規模を超えるような大洪水が発

生した時に堤防を越水しても堤防が

令和元年東日本台風からの復旧・
復興を強力に推進
――  河川事業について

堀井  一保
国土交通省  東北地方整備局

宮城南部復興事務所長

寄稿寄稿

出水状況 令和元年 11 月１３日の状況

事業概要箇所図
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治水安全度の向上に努めて参ります。

※ R5.11.1 現在：工事契約件数 21 件

（築堤・護岸、樋門・堰・橋梁改築 等）

おわりに

　令和元年東日本台風災害からの早

決壊するまでの時間を引き延ばすた

めの堤防整備として、堤内側に腹付

け盛土を実施しております。

　また、河道掘削に伴う附帯工事（堰：

2箇所、樋門：15箇所、橋梁：2箇

所の改築等）を推進し、早期に地域の

期の復旧・復興に向けて、宮城県や

丸森町をはじめとした関係機関と一

体となり事業を強力に推進していく

とともに、地域の方々に寄り添いな

がら事務所職員一同一丸となって全

力で取り組んで参ります。

夏季は内川での水遊び等、大変多く

の皆様に親しまれております。

　このような状況から、施工業者と

の調整により、令和元年東日本台風

の土石流で発生した「内川、五福谷

川の巨石」を活用し、また、施工に

あたっては丸森町、東松島市の全国

でも数少ない石工職人により、「巨石

張り」を行いました。その結果、周

辺環境と調和のとれた、強く美しい

護岸となりました。

　また、丸森町復旧 ･復興計画の「災

害の記憶の伝承」の一環として、町

と国が連携して看板を設置し、ソフ

ト施策としての「流域治水」の取り

組みも行いました。

不動地区（公園キャンプ場内）の護

岸について

　災害復旧に係る護岸については、一

般的には「既製品コンクリートブロッ

ク」を活用しますが、当該地区は近

傍に「不動尊公園キャンプ場」があり、

一年を通じて利用されており、特に

単災区間：不動地区護岸工事（完成）

設置看板（災害記憶の伝承）

――国土交通省  東北地方整備局  宮城南部復興事務所寄  稿

改良復旧区間：堤防機能強化工事  イメージ図

山下堰改築工事：内川（施工中）堤防機能強化工事：新川右岸（概成）


